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裸地
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谷地坊主

⑧ 絶滅危惧種

ミカツキグサ草地

ミズゴケ植生

ヌマガヤ草地

⑥ 紫外線: ミカヅキグサとヌ
マガヤでは紫外線への応答が
まったく異なる

⑤ 埋土種子: リターがあ
ると発芽せず生存している
種子集団(シードバンク)発達

③ 種子トラップ

未採掘地

(Hoyo & Tsuyuzaki 2014)
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(Hirata & Tsuyuzaki 2016)

④ リター(落葉落枝): 
適度な被陰 – 被陰に弱い

ミカヅキグサは衰退
(Egawa & Tsuyuzaki 2013)

裸地に凹凸(亀裂など)ができると，そ
こに種子が捕獲される

食虫植物: ナガバノモウセンゴケ

種間競争に弱く成育適地から押
出され，競争者の少ない冠水地
等で細々と成育

⑦ 定着促進効果

未採掘地と比べ、ま
だまだ多様性は低い

⑨ 押出効果
栄養繁殖(分結)可能
種子生産低
分散(移動)能力低い

リター操作実験
播種実験
ミズゴケ移植実験

(ミズゴケの定着
に関与する可能性が高い微生物叢調査を開始)

⑩ 復元: 未採掘地のよう
な生態系を復元できないか

泥炭採掘後の植生回復機構を明らかとし、それを応用することで生態系復元を目指した研究を行っている。まず、①採掘
年代の異なる地域の植生を比較し自然状態での回復過程を、②フロラ作成により侵入種の特性を知る。次いで③ミカヅ
キグサ定着には、種子トラップ効果が必須であり、その後のヌマガヤ草地への推移には、④リター蓄積が鍵であることを
明らかとした。リターが蓄積すると⑤シードバンクも発達する。ヌマガヤ草地になると被陰により⑥紫外線を含む直射に弱
い植物も侵入可能になる。植物があまり定着できない地域では、谷地坊主が⑦他種定着促進効果を発揮することが分
かった。ミズゴケが定着するようになると⑧ナガバノモウセンゴケの(絶滅危惧種)も認められるようになるが、
本種は競争に弱く、⑨他種の定着しない高水位の生息地に押し出され、主に栄養繁殖により個体群を維持
していた。⑩これらの知見を応用した生態系復元実験を行っている。

(Egawa a et al. 2009)

泥炭採掘跡地
(数字は採掘年)

① クロノシークエンス: まず自然な回復状況を知る (Nishimura et al. 2009, 2014)

② フロラ ≈ 植物リスト: 植物種定着状況を把握す
る – 帰化植物は局所的に侵入する (江川他 2017)
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